
 

 

実践のまとめ（第３学年 算数科） 

 

 村上市立村上小学校 

教諭 大倉 一輝 

 

１ 研究テーマ 

課題解決場面での対話により、自己の考えを広げ、深める児童の育成 

～小学校３年 円と球の単元を通して～ 

                            

２ 研究テーマについて 

(1) テーマ設定の意図 

  学習指導要領解説 算数編では、算数科の目標に「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的

活動を通して、数学的に考える資質・能力を育成する」ことが挙げられている。数学的な活動

については、「自立的、協働的に解決する過程を遂行すること」「問題発見や問題解決の過程

に位置付けてより明確にしたもの」という説明がある。また、中央教育審議会「「令和の日本

型学校教育」の構築を目指して（答申）」には、「一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能

性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しな

がら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となるこ

とができるようにすることが必要」とある。このことから算数科においても、多様な人々と協

働しながら学習することが重要となっている。 

日頃の授業を振り返ると、協働的な学習を目指し、対話場面を設定してきたが、対話の目的

が焦点化されていなかったり、対話の必要性のない課題になっていたりすることが多かった。

また、「算数の学習で、自分の考えを話したり、友達の話を聞いたりすることが好きです

か。」の児童アンケートにおいて、否定的な回答をした児童が約３割に上った。 

  そこで、対話したくなる魅力的な課題を児童が自ら発見し、周りの友達との対話を通して

多様な考えにふれ、数学的な見方・考え方を働かせて課題解決ができる授業を目指す。 

(2) 研究テーマに迫るために  

① 日常生活における算数的事象と児童をつなぐ課題を設定する。 

児童アンケート「算数の学習は日常生活に役立つと思いますか。」では、95％の児童

が肯定的な回答であった。児童に、実生活に関する課題を提示することで対話を促し、

日常生活の事象を数理的に捉え、問題を解決する姿を目指す。 

  ② 児童が抱えるつまずきや困難さを共有する場を設定する。 

算数が苦手な児童は、分からないことや、困っていること 

を表出できないことが多い。そこで、全体共有の場面や見通  

しをもつ場面で困り感を共有し、問題を焦点化させて対話を 

促す。対話の際は、自分の言葉で考えて話す探索的な対話(R 

４附属新潟小研究紀要 図１)で単元を通してのねらいに向 

かって学びを深める授業を目指す。 

③  振り返りシートを活用し、深い学びを実感させる。 

     田村(2018)は、深い学びの実現には「学習内容の確認にと   
図１ 



 

 

どまらない丁寧な授業の『振り返り』を行うことが必要」と述べている。そこで、算数の

学習で毎時間振り返りを行い、児童の深い学びにつなげる。加固(2023)の振り返りシート

を一部改変し、３年生の児童向けに作成する。記述内容は次の３点である。 

・学習内容の確認 ・大切ポイント ・対話で分かったこと 

特に大切ポイントを記述させることで、授業で働かせた数学的見方・考え方を言語化さ

せ、深い学びにつなげていく。 

※「大切ポイント」とは、その時間の学習の中で、児童が大切だと思ったことである。こ

れを記述させることで、児童が働かせた数学的見方・考え方を表出させる。 

 

(3) 研究テーマに関わる評価 

  ・児童の話合いの様子や内容を評価する。数学的な活動の中で、他者と共に図形の性質を 

考えたり、自分の考えを相手に伝えたりしているかを省察する。(ノート・教師の見とり) 

・児童の振り返りの内容を評価する。振り返りシートの記述の中に、授業で働かせた数学的

見方・考え方が言語化されているかを省察する。(振り返りシート) 

 

３ 単元と指導計画 

(1) 単元名 

   円と球（教科書名 学校図書） 

(2) 単元の目標 

  ・円や球について、中心や半径、直径の意味やそれぞれのもつ性質を理解し、それらを活用 

してコンパスで円を作図したり、等しい長さを測り取ったりすることができる。 

・円の中心を探す活動を通して、半径の長さが等しいことや半径や直径は無数にあることな

どの性質を見いだすとともに、球の観察を通して、球を平面で切ると切り口は円になり、

球をちょうど半分に切り取った場合の切り口が最大になるなどの性質を見いだすことがで

きる。 

・円と球に関心をもち性質を調べたり、円のもつ美しさに触れたりするとともに、身の回り

の円や球が日常生活でどのように活用されているか調べようとしている。 

(3) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・円や球の定義や性質、それ

ぞれのもつ構成要素を理解

している。 

・コンパスを用いて、決めら

れた大きさの円をかいた

り、線分を写し取ったり、

模様をかいたりしている。 

・折ったり、重ねたりする操

作をもとにして、円や球の

性質や特徴を、帰納的に考

えている。 

・身の回りにある円や球の

性質や特徴を調べる過程

を振り返り、円や球のも

つ機能のよさに気づき、

生活や学習に活用しよう

としている。 

 

(4) 単元の指導計画と評価計画（全７時間、本時１／７時間） 

別紙１参照 

 

４ 単元と児童 

(1)  単元について 



 

 

本単元は、円と球の定義、性質を理解する単元である。円に関しては、中心と半径の長

さで決まること、コンパスには円をかくことと長さを写し取ることの２つの機能があるこ

とを、数学的な活動を通して理解させる。本実践では、単元を通したねらいを「円の半径

の長さがすべて等しいことを見つける」こととし、多様な考えが生まれる学習課題を設定

する。その際、対話を通して、自分の考えを相手に伝えたり、相手の考えの中から新たな

気付きを得たりできるようにする。また、振り返りの際は、本時で学んだことや、単元を

通してのねらいに関する視点をもたせて記述させ、考えの深まりを実感できるようにす

る。 

(2)  児童の実態  (２２名) 

    算数の学習に対して前向きに取り組む児童が多く、教師が提示した問題には粘り強く 

取り組んでいる。既習事項に関連付けて考えたり、教科書に記載されている数学的な見

方・考え方を働かせて考えたりできる児童が多い。一方で、授業中の話合いを苦手とし

ている児童もおり、特定の友達との対話や答えの確認に留まっている姿も見られる。そ

こで日常生活に関連する課題を設定し、拙くても、自分の言葉で考えて話す探索的な対

話を通して単元を通したねらいに向かって学びを深める授業を目指す。また、振り返り

においては、その日の学習内容に関する記述に留まることが多かった。そこで加固のワ

ークシートを活用し、友だちとの対話や大切ポイントなどの視点を与え、考えの深まり

を実感できるようにしていく。 

 

５ 本時の展開 （令和７年９月８日実施） 

(1) ねらい 

   公平に玉入れができる並び方を考える活動を通して、半径の長さは全て等しいことを知

り、円の性質や定義を理解することができる。 

(2) 展開の構想 

   ・玉入れという日常生活に関する題材を取り上げ、算数的事象と児童とをつなぐ課題を

設定する。 

   ・児童が抱えるつまずきや困難さを共有するため、班での学習場面を設定する。 

   ・終末場面で振り返りシートを活用し、深い学びを実感させる。 

 

(3) 展開 

時間 

 

5分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動 

 

○２つの並び方

を提示し、中

心からの距離

を考える。 

 

 

 

 

 

 

◎教師の働きかけ 

・予想される児童の反応 

◎模擬玉入れゲームを行い、どこから投

げたいかを問う。 

・真ん中から投げたい。 

・かごに近いから。 

・これだと不平等だ。 

◎長方形に並んだイラストを示し、どこ

から投げたいかを問う。 

・これならどこでも同じ。 

・角から投げると遠い。 

・線の上から投げると近い。 

□評価 ○支援 

◇留意点 

◇玉入れを体験さ

せ、中心からの距

離に着目させる。 

○課題解決につなげ

るよう、長さを測

る作業を確認す

る。 

◇距離が異なる場

合、不平等だとい

 



 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

7分 

 

 

 

5分 

 

 

 

5分 

 

 

 

 

3分 

 

 

10分 

○中心からの距

離が平等にな

る図形は何か

考える。 

 

 

 

 

 

○自分の考えを

まとめる。 

 

 

○班で考えを共

有する。 

 

○全体で考えを

共有する。 

 

 

 

○円の性質を知

る。 

 

○円の性質をま

とめる。 

◎どのように並べば平等になるか、図形

を書かせる。 

・丸 ・正方形 ・三角形 ・細長い丸 

 

 

・丸が平等だよ。 

・正方形も平等な気がする。 

 

 

◎ワークシートに理由を書かせる。 

・丸は真ん中からの長さが同じ。 

・正方形は角からの長さは同じだけど辺

の上からは近い。 

◎悩んでいる形を班で相談させる。 

・丸はどこから測っても５ｃｍだよ。 

・長方形は角が４ｃｍ、辺の上からが２

ｃｍだよ。 

◎全体で話し合わせる。 

・丸はどこからでも平等でした。 

・他の形は不平等でした。 

◎形の特徴を確認する。 

 

 

 

 

◎まとめをする。 

 

 

◎振り返りを記述させる。 

うことを押さえ

る。 

◇ノートに中心を決

め、その周りに距

離が等しくなる図

形を書きこませ

る。 

 

 

 

○活動が滞っている

児童には中心から

の距離に着目する

ヒントを共有す

る。 

□中心からの距離を

測りながら考えて

いる。 

◇全体で悩んでいる

図形を共有し、班

での検討に移る。 

◇ワークシートを拡

大したものを黒板

に貼り、全体で検

討する。 

 

 

◇児童の言葉をもと

にまとめを行う。 

 

(4) 評価 

  ・円の定義や用語の意味を理解している。 【知識・技能】 

  ・円が玉入れに適している理由を中心からの距離を測り、根拠をもって説明している。 

                                【思考・判断・表現】 

 

６ 実践を振り返って 

(1) 授業の実際 

  ①導入場面 

   日常生活における算数的事象と児童をつなぐため、玉入れの場面  

を提示した。投げる位置を決め、実際に玉を投げてみると、「距離  

が違う」「真ん中が近い」と中心からの長さに着目する姿が見られ 

た。次に、長方形を提示すると、ほとんどの児童が「それなら公平 

◎丸が平等で、その他が不平等なのはなぜだろう。 

円の中心から円のまわりまで引い

た直線を半径といい、円では半径

の長さは等しくなる。 

円は中心からだと、どこからでも半

径の長さが等しいから平等になる。 

図２ 



 

 

だ」と答えたが、数名の児童が頂点と辺の上では長さが違うことに気が付いた。長方形も 

玉入れをする際は不公平だということを確認し、どのような図形であれば公平になるかと 

いう問いを投げかけた。この問いで円、三角形、正方形、いびつな円など、多様な考え 

を引き出すことができた（図２）。大多数の児童が、円が公平と考えていたが、なぜ円が 

公平なのか言語化できない児童も多く見られた。そこで、児童の発言にあった「証拠」と 

いう言葉を用い「丸が公平でその他が不公平な証拠は何だろう」と学習課題を設定した。 

  ②展開場面 

   導入時で取り上げた４つの図形を個人で検討する時間を設定した。ほとんどの児童が定

規を使って中心からの長さを測り、ワークシートに書き込んでいた。円が公平だと気付い

た児童は多かったが、三角形や正方形も公平だと考える児童も数名見受けられた。個人で

の検討後、「迷っている図形はあるか」と問うて、困り感を表出させ、班で検討の時間を

設定した。この場面では、班のワークシートに長さを記入し、説明する班と、個人のワー

クシートを見せ合い、正誤を確認する班が見られた。個人の検討で答えに自信をもってい

る児童が多く、課題解決のための対話にならなかったことが反省点である。その後の全体

共有では、中心からの長さに着目し、円の公平さを共有することができた。また、「円は

中心からの長さが全て５㎝」と単元を通してのねらいに近づく発言もあった。 

  ③終末場面 

   円の性質や定義を確認したが、時間が確保できず、児童の理解が不十分であった。児童

の振り返りを見ると、単元を通してのねらいである「円の半径の長さがすべて等しいこと

を見つける」に達した児童は１９人中３人であった。多くの児童はそれぞれの図形で中心

からの長さに着目した記述が多く、本時の学習活動とねらいとしていた振り返りが正対し

ていなかったことが要因だと考えられる。 

（２）研究テーマに関わる評価 

  ①日常生活における算数的事象と児童をつなぐ課題の設定について 

   本実践では、運動会の玉入れ場面を取り上げ、児童と算数的事象をつなぐことを試み 

た。直線や長方形で玉入れを行う課題設定場面では、中心からの距離が話題となり、授業の

方向性を設定することができた。また、公平な玉入れを個人で考える場面では、円や三角

形、正方形など多様な考えが生まれ、児童が友達の考えを

聞きたいという意欲を生むことができた。単元終了後に行

った算数アンケート（表１）では、「算数で分からない問

題を解くことが好きですか」「算数が日常生活で役立つと

思いますか」の２つの項目の評価が向上していた。このこ

とから、日常生活における算数的事象と児童をつなぐ課題

を設定することは児童の学習意欲を高めることに有効であ 

ったと考えられる。 

  ②児童が抱えるつまずきや困難さを共有する場の設定について 

   本実践では、２つの場面で困難さを共有する場面を設定した。１回目は個人でノート 

に公平な玉入れの図形を考えた直後の共有である。この場面では、三角形や正方形など、 

円以外の図形が公平だと考える児童も多く、中心からの距離や頂点に着目し、意欲的に自 

らの考えを伝えていた。２回目は個人でワークシートを記入した後の班検討での共有であ 

る。この場面では、個人で課題解決が終わっている児童が多く、答えの確認で終わってい 

る班がほとんどであった。このことから本実践では、つまずきや困難さを共有することが 

 
 ４月実施 ９月「円と球」単元実施後 

算数で分からない問題を解くこと

が好きですか 
４５％ ６８％ 

算数が日常生活で役立つと思いま

すか 
９５％ １００％ 

 

表１ 



 

 

児童が考えを広げたり深めたりするまでは至らなかった。今後は、スモールステップを踏 

んだり、課題に対する見通しをもたせたりしてどこで躓いているのかを自覚させる必要が 

ある。 

  ③振り返りシートを活用し、深い学びを実感させる手立てについて 

   本単元では、第１時、第４時、第５時、第７時で振り返りの記述をした。本時の第１時 

では、単元を通してのねらいである「円の半径の長さがすべて等しい」を大切ポイントに 

記述した児童は１９人中３人（１６％）であった。第５時の球の学習では、円の学習と関 

連付けて記入する児童が多く見られた。第７時のまとめ問題を解いた後の振り返り（図 

３）では、「円の半径の長さが全て同じ」「円は中心からの長さが全て同じ」「球を半分 

で切ったときの円が一番大きい」など、本単元の大切ポイントを押さえた記述が多く見ら 

れた。単元終了後の振り返りで、「円の半径の長さがすべて等しい」に関する記述をした 

児童が２２人中１７人（７７％）となった。この結果から、振り返りシートを活用し、授 

業で働かせた数学的見方・考え方を言語化させることは児童に深い学びを実感させる手立 

てとして有効であった。 

 

第１時の振り返り 第７時の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今後の課題 

   課題解決場面において協働的な学びとなるような手立てが必要である。教師が促す対話 

  や答えを確認するだけの対話ではなく、児童が対話の必要性を感じたり、疑問を解決する 

  ために対話をしたいと思ったりする課題や環境の設定が必要である。 

 また、授業者がねらいとする振り返りを記述させる必要がある。課題をどう設定する 

か、深い学びを指導者がどのように捉えるか。また、どのような見方・考え方を働かせる 

かを単元を通して検討していく。 

 

〈参考文献〉 

 ・新潟大学附属新潟小学校初等教育研究会 研究紀要 第80集(2023-3) 

 ・田村学『深い学び』東洋館出版社(2018) 

 ・加固希支男『小学校算数「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実』 

明治図書(2023) 

 

 

 

 

図３ 



 

 

別紙１ 

単元指導計画 

次 

(時数) 

学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

１ 

（５） 

 

 

本時 

・円の定義、中心、半径

の意味を知る。 

 

 

 

・コンパスを使って円を

かく。 

 

 

・コンパスを使って模様

をかく。 

 

・円の中心の見つけ方を

考える。 

 

・コンパスを使って、直

線の長さを比べたり、

指定の距離にある点を

見つけたりする。 

◎玉入れをするとき公平な

並び方について考える。 

◎なぜ円が公平かを検討す

る。 

 

◎半径を決めてコンパスで

円をかく。 

 

 

◎コンパスを使って例題の

模様のかき方を考える。 

 

◎円を折ったり線を引いた

りして円の中心を見つけ

る。 

◎折れ曲がった線の長さを

コンパスを使って比べ

る。 

思考・判断・表現長方形や

正方形でなく、円が玉入れ

に適している理由を、根拠

をもって考えている。 

【ノート、発言】 

知識・技能コンパスの仕組

みや使い方を理解し、円を

かくことができる。 

【問題、ノート】 

態度円のもつ美しさに気づ

き、進んで模様作りをして

いる。    【ノート】 

思考・判断・表現円につい

ての性質を、帰納的に考え

ている。【発言、ノート】 

知識・技能コンパスを使っ

て長さを写し取り、複数の

長さを比較することができ

る。  【発言、ノート】 

２ 

(１) 

・球の特徴を知り、円と

関連づけて考える。 

◎球と円の実物を比べて共

通点を探す。 

知識・技能球の定義や性質

を理解している。 

【ノート】 

３ 

（１） 

・既習事項の確かめをす

る。 

◎まとめ問題を解き、既習

事項の理解を深める。 

知識・技能円と球に関する

問題を解き、理解してい

る。     【ノート】 

 


